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エコアクション２１

環境経営 レポート

2022年度

(2022年 4月1日～2023年 3月31日 )

TOKO　　株式会社　東広
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（

2) 売上　4億5千万円　（令和4年度）

3）非破壊検査装置販売・メンテナンスサービス

4）FA装置・検査装置の販売等

社員　総数13名（含む、パート社員1名）

2.事業の概要

（2-1）代表者名

株式会社　東広

代表取締役社長　廣瀬 竜介

（2-2）所在地

愛知県安城市篠目町童子202番地6

（2-3）環境保全関係の担当者連絡先

環境経営管理責任者　森本 修司

連絡先　（TEL）0566-71-5157

　　　　（FAX）0566-71-5158

（2-4）事業の規模・人員・売上

2）機械器具設置工事　愛知県知事許可（般-2）第57887号

1）パート社員は3月総労働時間1日8時間で1名に換算

（2-5）事業内容

1）総合電機会社の代理店

2）一般計装システムの調整・保守メンテナンスサービス

（2-6）許可及び認定

1）電気工事　　　　　愛知県知事許可（般-2）第57887号
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事業や製品（商品）の紹介 (1/2)

非破壊検査装置　販売

　

メンテナンスサービス
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各種FA装置・検査装置販売

事業や製品（商品）の紹介 (2/2)

一般計装システムの調整・保守メンテサービス
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環境経営組織図

代表取締役社長

代表取締役社長

環境経営方針を策定する。

EA21の実行に必要な資源（人・物・金・情報）を用意する。

環境経営管理責任者を任命する。

EA21の全体的な取組状況を評価し、見直し、必要な指示を行う。

ｻｰﾋﾞｽ部　2

環境経営管理責任者

環境経営管理委員会

総務部 営業部 ｻｰﾋﾞｽ部　1

環境経営活動の予算・実績の管理を行い、数値のとりまとめを行う。

環境経営管理委員会

EA21部内責任者の管理・指導の下、環境経営活動を推進する。社員

環境経営管理責任者
環境経営システムを構築し維持する。

環境経営システムの構築・運用状況を社長に報告する。

原則として月1回開催し、実施状況の確認と必要な措置を検討する。

全体的な見直しのために必要なデータを集計する。
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3. 対象範囲と対象取組期間

（3-1）認証・登録範囲

1)一般計装システムの調整・保守メンテナンスサービス

2)非破壊検査装置販売・メンテナンスサービス

3)各種FA装置・検査装置販売等

（3-2）環境経営レポートの対象取組期間

2022年4月1日～2023年3月31日

4. 環境経営目標

（4-1）環境経営目標項目の選定

環境経営法則性の厳守並びに環境経営方針との整合性を図り、

次の7項目について環境経営目標を設定しました。

 　　(1) 二酸化炭素排出量

 　　(2) 廃棄物排出量

 　　(3) 総排水量

 　　(4) グリーン購入の推進

　 　(5) コピー用紙使用量の削減

　 　(6) 2022年度は、本来業務を通じた環境負荷低減項目の検討を行い

 　　　2023年度より目標を設定し活動を推進する。

 　　(7) 環境保全活動（清掃活動）

（4-2）環境経営目標（短期・中長期）の設定　　　　
二酸化炭素の排出量、廃棄物排出量、総排水量、グリーン購入、

コピー用紙使用量の削減の必須項目について、単年度目標ならびに

中長期目標を下記のように設定しました。

単年度　目標 中長期　目標

2022年度

(2022.4～2023.3)

2022～2024年度

(3年間)

可能な商品全てグリーン購入 可能な商品全てグリーン購入

2021年度同期比 1%削減 2021年度同期比 3%削減

(2) 廃棄物　排出量 2021年度排出量 維持

(7) 清掃活動 ２回以上／年 実施

(1) 二酸化炭素　排出量

　  環境負荷低減 環境負荷低減項目の検討
目標を設定し活動を推進

(5) コピー用紙使用量の削減 2021年度使用量 維持 2021年度比 2%削減

(6) 本来業務を通じた 本来業務を通じた

(3) 総排水量(水使用量) 2021年度使用量 維持

(4) グリーン購入の推進
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（4-3）2022年度　環境経営目標値

(※1) LPG(kg)は、比重2.07kg/㎥で換算。

(※2) 一般廃棄物は、廃棄物業者と年間契約で処理対応していた。

　　2022年度より毎月処理する廃棄物の分別と重量のリストUP実施を行なった。

(※3) コピー用紙に付いては、2022年4月よりコピー機のカウンターによる使用枚数を

　　カウントする事とし、年間の使用量の削減をはかる事にした。

2021年度実績値を基に2022年度（2022.4～2023.3）の

具体的目標値を下記のように算出しました。　　　　　

29,956 29,656

　(1-1) 電力(kWh) 14,344 14,201

2021年度実績 2022年度目標

(1) 二酸化炭素 排出量(kg-CO₂)

　(1-2) LPG(kg)　(※1) 12 11

　(1-3) ガソリン(L) 10,387 10,283

(2) 廃棄物排出量

　(2-1) 一般廃棄物(kg)　(※2) 563 555

　(2-2) 産業廃棄物(kg) 0 0

(3) 総排水量(水使用量 ㎥) 82 82

(4) グリーン購入の推進 可能な商品全てグリーン購入 可能な商品全てグリーン購入

(7) 環境保全活動(清掃活動) ２回以上／年 実施

30,000 30,000

本来業務を通じた

環境負荷低減項目の検討

(5) コピー用紙使用量の削減

　(コピー枚数)　(※3)

(6) 本来業務を通じた

　環境負荷低減
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5.　主な環境経営活動計画

（1）二酸化炭素排出量の削減

　　(1-1) 事務所、電力使用量の削減

　　　・空調温度の適正化（冷房28℃・暖房20℃）とする

　　　・昼休み等、不要電力使用を控え、ノー残業デーの設定

　　　・照明器の省エネモード設定
　　

　　(1-2) LPG使用量の削減

　　　・長期連休等は電源をOFF・元栓を閉める

　　(1-3) ガソリン使用量の削減

　　　・2人以上同一場所出張時、車の台数を減らす

　　　・タイヤの空気圧チェック、不要な荷物はおろす

　　　・エアコン使用の適切

　　　・車両入れ替え時は燃費の良いハイブリッド車を優先して購入する

　　　　（2022年度　ハイブリッド車　2台購入）

（2）廃棄物排出量の削減

　　　・分別の徹底

　　　・可能な限りリサイクルする

　　　・外部からのゴミはなるべく持ち込まない
　　　　　　　　　　

（3）排水量（水使用量）の削減

　　　・水を出しっぱなしにしない

　　　・トイレタンクに節水対策を行う

（4）グリーン購入の推進

　　　・事務用品の購入は、グリーン購入ネットワーク（GNP）

　　　　認定商品であることを確認する

（5）コピー用紙使用量の削減

　　　・両面コピーや縮小コピーの励行

　　　・裏紙コピーの実施

（6）本来業務を通じた環境負荷低減

　　　・2023年度活動に向けた本来業務を通じた環境負荷低減項目

　　　　及び目標の設定

（7）会社及び周辺の清掃活動

　　　・年2回以上、会社及び周辺の清掃活動を行う

＊上記計画は、全員で年度内継続して取組み、達成状況は環境経営

　管理責任者が確認し、必要に応じて指示を行う。
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6.　環境経営目標の実績（2022.4～2023.3）

　　　

対象取組期間における環境経営目標の達成状況は下記に示す通りでした。

（6-1）二酸化炭素排出量

1）全体（目標：　１％削減）

(kg-CO₂)

2021年度実績 2022年度目標 2022年度実績 削減量 削減率 評価

29956 29956 27416.99 2539.01 8.48% ○

　

2）電力使用量　（目標：　１％削減）

(kWh)

2021年度実績 2022年度目標 2022年度実績 削減量 削減率 評価

14344 14201 13957 244 1.72% ○
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3）ガソリン使用　（目標：　１％削減）

(L)

2021年度

実績

2022年度

目標

2022年度

実績
削減量 削減率 評価

10387 10283 9358.5 924.5 8.99% ○

4）ＬＰＧ使用　（目標：　１％削減）

(kg)

2021年度

実績

2022年度

目標

2022年度

実績
削減量 削減率 評価

11.6 11 13.04 -2.04 -18.55% ×

5

6

7

8

9
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14

2021年度実績 2022年度目標 2022年度実績

ＬＰＧ(kg)
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ガソリン(L)
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（6-2）廃棄物排出量

1）一般廃棄物（目標：分別の徹底と現状維持）

2）産業廃棄物　０

2022年4月～2023年3月　一般廃棄物処理　年間

単位　kg

一般ゴミ ﾌﾟﾗ･ﾋﾞﾆｰﾙ類 空き缶 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 月合計

4月 36.5 2.2 0.4 0.9 40

5月 27.5 1.9 0.2 0.8 30.4

6月 57.8 3.9 0.6 2.3 64.6

7月 51.1 1.1 1.7 3.5 57.4

8月 42.1 2.1 0.3 3.8 48.3

9月 31.1 2.1 0.5 1.8 35.5

10月 35.5 2.3 0.3 1.9 40

11月 38.2 3 0.8 1 43

12月 45.4 8.8 0.6 0.7 55.5

1月 38.5 3.2 2.4 3.4 47.5

2月 40.2 3.4 1 0.7 45.3

3月 44.5 0.8 0 2 47.3

TOTAL 488.4 34.8 8.8 22.8 554.8

＊ﾌﾟﾗ･ﾋﾞﾆｰﾙ類，空き缶，ペットボトルは、私物の為持ち帰りを徹底し、

　事務所からの廃棄物は一般ごみ(紙くず等)のみとした。
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（6-3）総排水量・水使用量（目標：全年度の維持）

(㎥)

2021年度

実績

2022年度

目標

2022年度

実績
削減量 削減率 評価

82 82 77 5 6.10% ○

【コメント】 上下水道の使用は、ほぼ給湯室での飲料関係及びトイレのみに限られている。

（6-4）グリーン購入の推進

評価

×

評価：　◎・・達成できた　〇・・削減したが目標未達　△・・昨年とほぼ同じ　×・・昨年度より増加

2021年度　実績 2022年度　目標 2022年度　実績

現状把握を行い対象となる

購入物件の50％はグリーン

購入を行った

対象となる購入物件は全

てグリーン購入を行う

ネットによる購入が多

く、対象確認が出来て

いない物件が発生した

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

2021年度実績 2022年度目標 2022年度実績

総排水量･水使用量(㎥)

－　13　－



（6-5）コピー用紙使用の削減

評価

×

コピー用紙の削減施策

・社内書類のペーパーレス化

１）給与明細をメールにて各自に配信する

２）出張旅費請求、精算をメールにて経理に請求する

３）休暇届をメールにて提出

・客先提出書類のPDF化

２０２１年度まで客先提出書類（点検報告書等）については冊子にし郵送もしくは

宅配便にて客先へ提出していた。

２０２２年度４月より客先と随時打合せを行いメールの添付ファイルにて提出方向に

変更実施。これによりコピー用紙の削減を実施することが出来た。

引き続きその他の客先に対しても随時打合せ、メール添付１００％を目指す。

・ＦＡＸ受信のペーパーレス化

今までＦＡＸ受信は必要、不要を問わず全て印刷されていた為、コピー用紙の無駄が

発生していた。

設備投資により、PDFファイルで保存出来る様に変更を行い、必要ならば印刷を行い

不要なら破棄としコピー用紙の削減を図った。

評価：　◎・・達成できた　〇・・削減したが目標未達　△・・昨年とほぼ同じ　×・・昨年度より増加

2021年度　実績 2022年度　目標 2022年度　実績

コピー用紙購入枚数

30,000枚

コピー用紙購入枚数

30,000枚以下

コピー機カウンターよ

り年間コピー用紙使用

量が35299枚と、判明

したので2023年の目標

が明確となる
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4月 5月 6月 7月 8月 9月

カウンター数の読み 75098 77,980 81,506 85,421 88,414 92,858

月枚数 3325 2,882 3,526 3,915 2,993 4,444

10月 11月 12月 1月 2月 3月

カウンター数の読み 94,907 97,918 101,139 103,580 107,552 110,397

月枚数 2,049 3,011 3,221 2,441 3,972 2,845

4月 5月 6月 7月 8月 9月

枚数 15,000 500

10月 11月 12月 1月 2月 3月

枚数 15,000

年間購入枚数　30,500

コピー用紙購入枚数

カウンター数の読みによる使用枚数確認

年間使用枚数　35,299

2022年度　コピー機　使用状況
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（6-6）会社及び周辺の清掃活動

　　年2回、会社及び周辺の清掃活動と環境整備を行うことができました。
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（7-1）環境経営活動計画の取組結果の評価

評価 次年度の取組

×
実態に即した設定温度を

検討する

×
ﾉｰ残業ﾃﾞｰを2021/4より

開始、継続する。

○ 活動計画を継続する。

LPG使用量

削減
○ 活動計画を継続する。

△ 活動計画を継続する。

× 活動計画を継続する。

× 活動計画を継続する。

△ 活動計画を継続する。

△ 活動計画を継続する。

△ 活動計画を継続する。

× 活動計画を継続する。

× 活動計画を継続する。

△ 活動計画を継続する。

×

ペーパーレス活動が効果

を上げている。活動を継

続する。

△ 活動計画を継続する。

○ 活動計画を継続する。

○ 活動計画を継続する。

7.環境経営活動計画の取組結果の評価
ならびに次年度の環境経営目標

⑴

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

■ 2人以上同一場所出張時、車の台数を

減らす

■ ﾀｲﾔの空気圧ﾁｪｯｸ、不要な荷物はおろ

す、ｴｱｺﾝ使用の適切

■ ｴｺ運転の実施（渋滞を避ける・加速

減速の少ない運転）

評価： 〇・・十分に取り組んだ  △・・ある程度取り組んだ  ×・・取組不十分(未実施)  ―・・評価保留

電

力

使

用

量

削

減

取組項目

ガ

ソ

リ

ン

使

用

量

の

削

減

■ 年2回以上会社及び周辺の清掃活動行

う

■ 長期連休等は電源をOFF・元栓を閉

める

⑺会社周辺の清掃活動

⑶排水量(水使用量)の削減

■ 水を出しっぱなしにしない

■ ﾄｲﾚﾀﾝｸに節水対策を行う

⑷グリーン購入の推進

■ 事務所用品のGNP対応商品のﾘｽﾄｱｯﾌﾟ

■ 発注時の確認

⑹本来業務を通じた環境負荷低減
■本来業務を通じた環境負荷低減項目の

検討

⑸コピー用紙使用の削減

■ 裏紙ｺﾋﾟｰ実施

■ 両面ｺﾋﾟｰや、縮小ｺﾋﾟｰの励行

⑵廃棄物排出量の削減

■ 分別の徹底、可能な限りﾘｻｲｸﾙする

■ 外部からのｺﾞﾐはなるべく持ち込まな

い

具体的活動計画

■ 空調温度の適正化（冷房28℃　暖房

20℃）とする

■ 昼休み等、不要電力使用を控え、ﾉｰ

残業ﾃﾞｰの設定

■ OA機器の省ｴﾈﾓｰﾄﾞ設定
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2021年度同期比　２％削減

■ 環境保全活動 ２回以上／年　実施

（7-2）2023年度環境経営目標

■ 環境負荷削減に関する目標

2021年度同期比　2％削減

2021年度同期比　現状維持

2021年度同期比　現状維持

グリーン対象になる購入のすべてをグリーン購入する

省エネや低炭素に関連する製品及び

システム提案件数を毎月1件以上行う

2023年度（2023.4～2024.3）目標

■ 二酸化炭素排出量

■ 廃棄物排出量

■ 総排水量（水使用量）

■ グリーン購入の推進

■ コピー用紙使用量の削減
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法令等の名称 遵守項目 遵守評価の結果

大気 自動車Nox･PM法
･事業者は従業員に、アイドリングストップを

行うよう指導する。(条例第77条第2項)
○

資源の有効な利用の促進に

関する法律(リサイクル法)
･パソコンのリサイクル化

－

(事例無し)

特定家庭用機器再商品化

(家電リサイクル法)
･TV・洗濯機・冷蔵庫・エアコンの破棄

－

(事例無し)

使用済み自動車の再資源化

等に関する法律

･自動車の所有者の責務

･自動車の排気・使用済み自動車の引渡義務

－

(事例無し)

国等による環境物品の調達

の促進等に関する法律

(グリーン購入法)

･事業者の責務 ○

安城市廃棄物の減量及び適

正処理に関する条例

･事業系一般廃棄物の適正処理(処理施設へ自己

搬入又は、許可業者に委託して収集運搬を行う)
○

省エネ法 努力義務(１％削減に取り組む) ○

業務用冷凍空調機器の点検

(7.5kw未満：簡易点検)
○

特定製品(業務用エアコン，冷蔵庫等)の整備・

廃棄時のフロン回収・破壊&引取証明書による

回収・破壊の工程の確認

－

(事例無し)

グリーン購入法
事業者：環境にやさしい事務用品等の

購入努力義務
○

パナソニックGグリーン

調達基準書

1.環境マネージメントシステムの構築

2.環境負荷の低減
○

評価：　〇 … 遵守されていた　× … 遵守されていない　― … 該当なし

当社に関わる環境関連法規等の遵守評価の結果、違反はありませんでした。

また過去３年間、関係当局からの違反等の指摘・住民等からの苦情・

訴訟について問題はありませんでした。

フロン排出抑制法

地球環境保全

・

省エネ等

廃却物

・

リサイクル

その他

8.　環境関連法則等の遵守状況の確認及び

　評価の結果並びに違反、訴訟の有無

評価日：2023年4月5日
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１．見直しに必要な情報

1

2

3

4

5

２．変更の必要性

項　　目 変更の必要性

1 環境経営方針 有　・　無

2 環境経営目標の達成状況 有　・　無

3 環境経営計画 有　・　無

4 活動の実施体制 有　・　無

5 環境経営システム 有　・　無

３．総括：評価及び指示事項

環境経営計画の実施及び運用結果 環境経営計画は実施できた。

環境法令等の遵守状況 環境関連法令は遵守されている。

外部からの環境に関する苦情や要望等 導入期間に外部からの苦情や要望は無し。

９．代表者による全体評価と見直し結果

実施：2023年4月20日

項　　目 評価コメント

環境目標の達成状況

ほぼすべての項目において目標達成できたと言える。

特に産廃処分の分別に努め、混載の量が大幅に減ったのは

評価できる。

社内での活動や声掛けによってのエコや省エネに関しては限度がある為、環

境経営目標を見据えながら、社内外問わずアイデアを出して環境経営コミュ

ニケーションに積極的に取り組んでいただきより多く社会貢献できる提案、

また柔軟な新たな発想を望みます。

前回の指示への取組計画 組立計画を立て順次改善を行った。

変更「有」の場合の指摘事項
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｛参考資料｝

  2022年度　ECO検定取得者
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